
様　式　イ

平 成 18 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
　平成１７年度と同じ内容で実施。
1　元気小規模事業資金「協会付普通資金」
　○　融資限度額　1,500万円
　○　融資期間　　 1年超 3年以内
　○　保証料補給　0.35％分
　○　資金枠　　　　40億円
　○　融資実績     106件 432,770千円
　
2　元気小規模事業資金「金融機関提携資金」
　○　融資限度額　500万円
　○　融資期間　　 1年超 3年以内
　○　損失補償　　融資額の50％を市が金融機関に損失補償
　○　融資申込みから可否を1週間以内で回答
　○　資金枠　　　35億円
　○　融資実績     575件 2,141,250千円
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課    題

　17年度から18年度までの2年間で2,029件（17年度・・・1,348
件、18年度・・・681件）、80億円（17年度・・・54億円、18年
度・・・26億円）の融資実績があり、多くの小規模事業者の資金
繰り円滑化に十分寄与したものと考えられる。

　札幌元気基金による融資制度は18年度が最終年度となって
おり、当該融資制度に対する中小企業者の資金需要が大き
かったことから、今後も中小企業の資金ニーズを的確に捉え、
融資制度の必要な見直しを検討していく必要がある。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
平成17年度から事業開始 　小規模事業者を対象とし、長期的な視点で事業者の経営内

容を安定させるため、保証協会付融資と金融機関のプロパー
融資と提携した迅速な融資の可否の実行を行う、２つの無担
保・第三者保証人不要の融資制度を創設した。
1　元気小規模事業資金「協会付普通資金」
　○　融資限度額　1,500万円
　○　融資期間　　 1年超 3年以内
　○　保証料補給　0.35％分
　○　資金枠　　　　10億円
  ○  融資実績　614件　2,586,010千円
　
2　元気小規模事業資金「金融機関提携資金」
　○　融資限度額　500万円
　○　融資期間　　 1年超 3年以内
　○　損失補償　　融資額の50％を市が金融機関に損失補償
　○　融資申込みから可否を1週間以内で回答
　○　資金枠　　　　20億円
　○　融資実績　734件　2,823,500千円

事

業

内

容

・平成１７年度　　新規融資額　30億円
・平成１８年度　　新規融資額　30億円

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞　小規模事業者を対象とし、長期的な視点で事業者の経営内容を安
定させるため、金融機関のプロパー融資を活用して、長期の無担保融
資制度を創設する。
　○　融資限度額　1,500万円
　○　融資期間　 　3年以内

札幌元気基金事業（小規模事業元気資金「普通資金」）

経済局産業振興部産業振興課  大門　211-2356

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ( 事 業 予 定 )
　　19年度以降、札幌元気基金の内容や仕組みでの利点を継承し、既存の一般中小企業振興資金（マル札資金）へ組み込んでい
く。

施策体系ｺｰﾄﾞ 1-1-1 事 業 名
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元気小規模事業資金支援事業費（一部） 臨時 枠外

予　算　事　業　名( 小 事 業 名 )

関　　連　　予　　算　　事　　業　　内　　訳

経・臨 枠内外 16年度 17年度 18年度 計

主　な　施　設、　サ　ー　ビ　ス　等　の　整　備　水　準

18 年 度 末
( 実 績 )

17 年 度 末
( 実 績 )

16 年 度 末
( 実 績 )

15 年 度 末
( 現 状 )

項　　　　　　目

実　績

計  画  と  の  差  異  (　予　算　・　事　業　内　容　・　規　模　・　時　期　等　)

［全   体］［16年度］［17年度］［18年度］

　計画当初は、融資限度額1,500万円の資金を金融機関提携の資金として計画していたが、金融機関のプロパー融資との提携を行
い迅速な融資審査を実現するため、融資限度額等の調整が必要となったことなどから、二つの資金に分けて実施することとなった。
　18年度事業費が計画より大幅に少なかったのは、事業費の大半が損失補償費と保証料補給費であったが、二資金とも損失補償
が発生が少なかったためである。
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305,000

項  目

事　　業　　費　　の　　推　　移

事 業 名 札幌元気基金事業（小規模事業元気資金「普通資金」）施策体系ｺｰﾄﾞ
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（単位：千円）


